


（日本医師会改定診療報酬点数表参考資料より抜粋）







手 術

手 術
・腹式呼吸法の指導
・咳嗽方法の指導

・排痰訓練（病棟）
・歩行訓練（〃）
・自転車エルゴメータ（訓練室）

予 防 早期離床





※フィットネス：肉体的観点、健康的観点で望ましいと考えられている状態に適っている状態のこと
（健 康）



がん治療法の選択

・術後合併症に発生リスク↑
・原病に対する加療制限

身体的影響

・筋力、体力の低下
・肥満、耐糖能異常
（心血管系合併症リスク↑）

・体組成の変化
（筋肉量↓、脂肪量↑）

疲労感

・身体活動の制限
・日常生活動作の制限
・社会的活動の制限



免疫学的影響

・癌の発生を抑制
・癌治療による副作用症状の
軽減（下痢etc）

・治療効果の向上
・二次的予防効果
（再発予防効果）

フィットネスに与える影響

・心肺系、筋骨格系の改善
（歩行速度↑、体力・耐久性↑）

・体重、体脂肪↓
（心血管系合併症リスクの回避）

・骨粗鬆症の予防
・治療選択肢の拡大

精神心理学的影響

・疲労感の軽減
・自信、自尊心の回復
・ボディーイメージの
改善

・QOLの向上
・社会的活動の拡大



種 類

強 度

時 間 帯時 間

頻 度



種 類

有酸素運動 ⇒ 比較的ゆっくりと時間を長い時間をかけて行える運動
無酸素運動 ⇒ 瞬間的に大きな力を必要とする運動



頻 度



強 度



時 間 ①

②

③



時 間 帯

〇



注 意 点




